
                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

楽
し
く
健
康
づ
く
り
体
験
�

来
月
�
日

守
山
区
役
所
講
堂
で

子
ど
も
合
唱
団
メ
ン
バ
ー
募
集

「も
り
や
ま
合
唱
フ
ェ
ス
タ
」出
演
�
予
定

「志
段
味
ビ
オ
ト
ー
プ
」で
あ
そ
ぼ
う

来
月
４
日

ボ
ー
ト
遊
び
や
マ
イ
箸
作
り
も

ド
ー
ム
開
幕
は
新
設
シ
ー
ト
で
�

中
日
新
聞
販
売
店
で
チ
ケ
ッ
ト
先
行
発
売

                     

                     

                     

                     

　
応
募
い
た
だ
い
た
際
の
個

人
情
報
は
、
各
コ
ー
ナ
ー
掲

載
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
送
付
の
目

的
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
中
日
新
聞
販
売
店
が
お
届

け
し
ま
す
。

　
本
コ
ー
ナ
ー
（
応
募

時
で
二
歳
未
満
の
お
子

さ
ん
対
象
）
で
は
受
け

付
け
順
に
全
て
の
方
を

紹
介
し
、
記
念
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
応
募
は
郵
送
、
ま
た

は
メ
ー
ル
で
。
本
人
一

人
で
写
っ
て
い
る
写
真

（
返
却
は
い
た
し
ま
せ

ん
）
の
ほ
か
①
住
所
②

氏
名
・
ふ
り
が
な
③
性

別
④
生
年
月
日
⑤
保
護

者
名
⑥
メ
ッ
セ
ー
ジ
⑦

電
話
番
号
⑧
お
近
く
の

中
日
新
聞
販
売
店
名
を

書
き
添
え
て
、
〒
４
６

３
―
０
０
０
７
、
松
坂

町
三
五
二
、
守
山
ホ
ー

ム
ニ
ュ
ー
ス
「
元
気
く

ん
・
ち
ゃ
ん
」
係
へ
お

送
り
く
だ
さ
い
。

　
メ
ー
ル
は
、
件
名
に

「元
気
く
ん
・ち
ゃ
ん
」、

本
文
に
①
か
ら
⑧
、
写

真
デ
ー
タ
を
添
付
し
て

＝
ｍ―
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
＠

ｄ
ｕ―
ｎ
ｅｔ．
ｎ
ｅ．ｊ
ｐ

（携

帯
の
絵
文
字
は
使
用
不

可
で
す
）
＝
へ
。
画
質

に
よ
っ
て
は
掲
載
で
き

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　
伊
藤
　
由
衣
ち
ゃ

ん
（
い
と
う
・
ゆ

い
）
Ｈ
�
・
９
・
�

生
ま
れ
＝
瀬
古
３
＝

　
▽
表
情
豊
か
に
な

っ
て
き
た
由
衣
ち
ゃ

ん
。
こ
れ
か
ら
離
乳

食
を
頑
張
ろ
う
ね
�

　
守
山
警
察
署
管
内
で
は
、

こ
と
し
に
入
り
自
転
車
の
盗

難
が
多
発
し
て
お
り
、
一
月

中
だ
け
で
十
六
件
発
生
し
て

い
ま
す
。

　
盗
ま
れ
た
自
転
車
の
半
数

以
上
が
無
施
錠
の
被
害
で
、

主
に
十
代
か
ら
二
十
代
前
半

の
学
生
が
被
害
に
遭
っ
て
い

ま
す
。

　
被
害
の
中
で
特
に
目
立
ち

ま
し
た
の
が
、
自
宅
の
前
や

ア
パ
ー
ト
の
駐
輪
場
に
鍵
を

掛
け
ず
に
止
め
て
お
い
て
の

被
害
で
す
。

　
自
宅
や
ア
パ
ー

ト
の
敷
地
内
で
も

油
断
を
せ
ず
、
自

転
車
に
は
確
実
に

鍵
を
掛
け
ま
し
ょ

う
。
ま
た
ワ
ン
ロ

ッ
ク
で
は
な
く
、

ワ
イ
ヤ
ー
錠
な
ど

を
利
用
し
て
ツ
ー

ロ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
が
非
常

に
効
果
的
で
す
。
ツ
ー
ロ
ッ

ク
を
し
て
い
れ
ば
、
自
転
車

を
盗
も
う
と
す
る
犯
人
に
と

っ
て
も
手
間
が
か
か
る
た

め
、
優
れ
た
盗
難
防
止
効
果

を
発
揮
し
ま
す
�

　
【
盗
難
被
害
防
止
の
ポ
イ

ン
ト
】
▽
わ
ず
か
な
時
間
で

も
必
ず
鍵
を
掛
け
る
習
慣
を

つ
け
ま
し
ょ
う
▽
慌
て
て
鍵

の
掛
け
忘
れ
を
し
な
い
よ
う

に
、
ゆ
と
り
あ
る
行
動
を
と

り
ま
し
ょ
う
。

多くの来場者でにぎわう「健
康フェスティバル」（以前）

パノラマわいわいテラス�

でら楽ペアシート

美口啓子さん奥村育子さん

手作りを楽しめるコーナーも並ぶ（昨年）

　
「
帯
」
さ
く
ら
俳
句
会

　
　
　
　
　
　
内
野
　
卓
雄
選

鉄
瓶
に
滾
る
湧
水
紅
葉
小
屋

　
　
　
　
　
　
　
有
賀
眞
佐
子

阿
寒
湖
や
ひ
と
き
は
澄
め
る
オ

リ
オ
ン
座
　
　
　
糸
井
　
英
子

北
を
向
く
林
蔵
像
や
雪
し
ま
く

　
　
　
　
　
　
　
井
戸
田
幸
光

コ
ン
ビ
ニ
の
お
で
ん
と
急
ぐ
家

路
か
な
　
　
　
　
伊
藤
　
美
子

す
な
ど
漁
れ
る
泥
鰌
も
刺
さ
る
鵙
の
贄

　
　
　
　
　
　
　
井
宮
登
美
子

裸
木
の
木
の
節
ご
つ
と
古
武
士

然
　
　
　
　
　
　
大
島
　
郁
代

小
春
日
の
極
楽
往
生
大
谷
廟

　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
明
治

満
開
の
山
茶
花
庭
を
あ
か
る
く

す
　
　
　
　
　
　
大
野
き
く
ゑ

い
つ
と
せ

五
年
を
か
け
て
花
付
く
芭
蕉
か

な
　
　
　
　
　
　
佐
賀
野
桂
子

炬
燵
だ
す
暮
の
掃
除
の
嬉
し
さ

よ
　
　
　
　
　
　
佐
原
　
道
子

鈍
色
の
空
へ
茜
の
冬
夕
焼

　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
勅
子

筋
目
つ
く
砂
紋
の
庭
や
柿
日
和

　
　
　
　
　
　
　
中
崎
　
淳
子

手
に
薄
き
残
り
僅
か
の
古
日
記

　
　
　
　
　
　
　
西
澤
稚
香
子

秋
う
ら
ら
ハ
ー
プ
奏
者
の
華
や

か
に
　
　
　
　
　
真
栄
城
常
子

こ
ろ
が
り
て
糸
七
重
八
重
手
毬

唄
　
　
　
　
　
　
片
桐
　
紀
代

柊
挿
す
孕
み
の
牛
の
哭
く
戸
に

も
　
　
　
　
　
　
内
野
　
卓
雄

　
恒
例
「
春
の
『
志
段
味
ビ
オ

ト
ー
プ
』
で
あ
そ
ぼ
う
�
」
が

三
月
四
日
（
日
）
午
前
九
時
半

―
午
後
二
時
、
上
志
段
味
西
浦

の
同
ビ
オ
ト
ー
プ
（
上
志
段
味

交
差
点
を
庄
内
川
へ
向
か
っ
て

直
進
）
で
開
か
れ
る
。

　
「
矢
田
・
庄
内
川
を
き
れ
い

に
す
る
会
（
土
岐
川
・
庄
内
川

流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
」
が
主

催
。
Ｅ
ボ
ー
ト
遊
び
や
マ
イ
箸

作
り
、
草
そ
り
、
た
こ
揚
げ
、

餅
つ
き
ほ
か
を
楽
し
め
る
。

　
ま
た
こ
の
催
し
は
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
タ
オ
ル
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

あ
る
「
守
山
自
然
ふ
れ
あ
い
ス

ク
ー
ル
」
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
事

業
の
一
つ
。
ス
タ
ン
プ
が
二
個

も
ら
え
る
〝
い
ち
お
し
イ
ベ
ン

ト
〟
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
参
加
費
二
百
円
（
保
険
料
含

む
）
、
事
前
予
約
不

要
、
雨
天
中
止
。
家
族

連
れ
な
ど
一
般
対
象
。

寒
さ
対
策
を
し
て
、
昼

食
持
参
。
Ｅ
ボ
ー
ト
希

望
者
（
受
け
付
け
は
午

前
九
時
―
先
着
順
）

は
、
ぬ
れ
て
も
い
い
服

装
か
着
替
え
を
用
意
と

の
こ
と
。

　
問
い
合
わ
せ
は
同
会

会
長
の
宮
田
さ
ん
方
＝

☎
（
７
９
４
）
３
８
７

６
＝
へ
。

　
◇
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

　
�
日
（
水
）
後
１
・
�
―

３
、
守
山
福
祉
会
館
☎
（
７
９

３
）
６
３
３
０
。
昔
懐
か
し
い

思
い
出
話
を
す
る
と
い
っ
た
回

想
法
の
内
容
で
、
脳
を
生
き
生

き
元
気
に
。
市
内
在
住
、
六
十

歳
以
上
の
人
対
象
。
無
料

　
◇
心
配
ご
と
相
談

　
３
月
１
日
・
８
日
（
木
）
後

１
―
４
、
守
山
区
社
会
福
祉
協

議
会
☎
（
７
５
８
）
２
０
１

１
。
心
配
ご
と
や
困
り
ご
と
の

相
談
（
第
二
・
四
木
曜
は
人
権

擁
護
・
行
政
相
談
も
）
を
受
け

付
け
。
※
祝
日
を
除
く
毎
週
木

曜
開
催
、
電
話
相
談
は
不
可
。

一
般
対
象
。
無
料

　
◇
勉
強
・
宿
題
お
た
す
け
隊

　
２
日
・
９
日
（
金
）
後
５
・

�
―
７
、
守
山
児
童
館
☎
（
７

９
６
）
１
５
０
１
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
先
生
ら
〝
お
た
す
け

隊
〟
が
、
勉
強
や
宿
題
の
分
か

ら
な
い
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る

催
し
。
中
学
生
対
象
。
無
料

　
◇
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
・
ナ
ッ

ツ
展

　
３
日
（
土
）
―
�
日
（
日
）

ま
で
、
前
９
―
後
４
・
�
、
東

谷
山
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
☎
（
７

３
６
）
３
３
４
４
。
実
物
や
情

報
パ
ネ
ル
な
ど
を
展
示
。
※
５

日
・
�
日
は
休
園
日
。
一
般
対

象
。
無
料

　
◇
移
動
児
童
館
　
ｉ
ｎ
　
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
７
日
（
水
）
前
�
・
�
―
�

・
�
、
守
山
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
。
※
問
い
合
わ
せ
は
守
山
児

童
館
☎
（
７
９
６
）
１
５
０
１

へ
。
〝
と
も
だ
ち
を
つ
く
ろ

う
〟
を
テ
ー
マ
に
楽
し
く
体
を

動
か
し
て
遊
ぶ
ほ
か
、
子
育
て

相
談
も
。
乳
幼
児
と
そ
の
保
護

者
対
象
。
無
料

　
◇
自
然
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
「
春

の
香
り
と
音
色
」

　
９
日
（
金
）
前
９
・
�
―
正

午
、
森
林
公
園
＝
尾
張
旭
市
新

居
五
一
八
二
ノ
一
＝
植
物
園
内

展
示
館
前
集
合
☎
０
５
６
１

（
�
）
１
５
５
１
。
自
然
観
察

指
導
員
の
解
説
と
と
も
に
園
内

を
散
策
。
一
般
対
象
。
※
当
日

受
け
付
け
、
雨
天
決
行
。
無
料

（
た
だ
し
、
植
物
園
入
園
料
と

し
て
大
人
一
人
二
百
十
円
要
）

　
◇
ち
い
さ
い
人
向
け
お
は
な

し
会
「
よ
ち
よ
ち
」

　
９
日
（金
）前
�
・
�
―
�
・

�
、
守
山
図
書
館
☎
（７
９
３
）

６
２
８
８
。
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
や
手
あ
そ
び
な
ど
。
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者
対
象
。
無
料

　
◇
お
は
な
し
と
工
作
会

　
�
日
（
土
）
後
２
―
３
、
志

段
味
図
書
館
☎
（
７
３
６
）
６

９
０
７
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

な
ど
と
、
工
作
「
ホ
ワ
イ
ト
デ

ー
は
こ
れ
で
き
ま
り
�
ハ
ー
ト

の
し
お
り
を
つ
く
ろ
う
」
。
幼

児
・
小
学
生
対
象
。
無
料
　
　

　
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
は
四
月
三

―
五
日
、
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
今
季

公
式
初
戦
で
巨
人
と
対
戦
。
チ

ケ
ッ
ト
は
二
月
二
十
七
日

（
火
）
か
ら
、
中
日
新
聞
販
売

店
で
先
行
発
売
さ
れ
る
。

　
ド
ー
ム
開
幕
三
連
戦
は
「
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
シ
リ
ー
ズ
２
０
１

８
」
と
し
て
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
や

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
用
意
。
ま

た
今
季
か
ら
、
パ
ノ
ラ
マ
Ａ
エ

リ
ア
に
「
パ
ノ
ラ
マ
わ
い
わ
い

テ
ラ
ス
�
」
が
、
三
塁
側
Ｂ
エ

リ
ア
に
「
で
ら
楽
ペ
ア
シ
ー

ト
」
が
新
設
さ
れ
た
。

　
同
日
か
ら
の
チ
ケ
ッ
ト
先
行

発
売
で
は
、
次
の
ヤ
ク
ル
ト
戦

も
同
時
に
取
り
扱
う
。
問
い
合

わ
せ
は
最
寄
り
の
中
日
新
聞
販

売
店
へ
。

　
自
分
を
知
っ
て
、
体
験
し
て

健
康
に
―
。
「
も
り
や
ま
健
康

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
三
月
十

一
日
（
日
）
午
前
十
時
―
午
後

三
時
、
守
山
区
役
所
＝
小
幡
一

＝
講
堂
で
催
さ
れ
る
。

　
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
な

ど
を
目
的
に
、
区
社
会
福
祉
協

議
会
ほ
か
が
主

催
。
赤
い
羽
根

共
同
募
金
助
成

事
業
の
一
つ
と

し
て
行
わ
れ
て

お
り
、
こ
と
し

で
三
回
目
。

　
「
声
を
出
し

て
健
康
に
な
り

ま
し
ょ
う
�
」

や
「
子
ど
も
も

大
人
も
楽
し
く

遊
ぼ
う
�
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン

・
ゲ
ー
ム
」
な

ど
を
テ
ー
マ

に
、
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
を
展
開
。
ゲ
ー
ム
形
式
の
体

力
測
定
や
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
体

験
、
地
域
の
取
り
組
み
紹
介
ブ

ー
ス
と
い
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
も
並
ぶ
。

　
ま
た
「
ロ
コ
モ
チ
ェ
ッ
ク
」

や
「
足
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
フ

ッ
ト
ケ
ア
」
（
と
も
に
時
間
限

定
、
先
着
順
）
が
開
か
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
家
が
来
場
。
そ

の
ほ
か
、
い
ろ
い
ろ
な
授
産
製

品
も
販
売
さ
れ
る
。

　
参
加
無
料
、
事
前
申
し
込
み

不
要
。
問
い
合
わ
せ
は
守
山
区

社
会
福
祉
協
議
会
＝
☎
（
７
５

８
）
２
０
１
１
＝
へ
。

　
「
子
ど
も
合
唱
団
」
を
結
成

す
る
守
山
文
化
小
劇
場
＝
小
幡

南
一
＝
で
は
、
小
学
一
年
生
―

中
学
二
年
生
（
二
〇
一
八
年
四

月
時
点
）
を
対
象
に
メ
ン
バ
ー

を
募
集
中
。
四
月
四
日
（
水
）

か
ら
練
習
を
開
始
す
る
。

　
守
山
の
文
化
活
動
に
触
れ
る

き
っ
か
け
づ
く
り
や
、
発
信
地

で
あ
る
同
劇
場
に
親
し
ん
で
ほ

し
い
と
い
う
思
い
か
ら
企
画
。

「
も
り
や
ま
合
唱
フ
ェ
ス
タ
」

へ
の
出
演
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
ス
テ
ー
ジ
発
表
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

　
練
習
は
同
劇
場
ホ
ー
ル
ま
た

は
練
習
室
で
、
原
則
水
曜
（
月

三
回
）
の
午
後
五
時
半
―
同
七

時
半
。
講
師
は
と
も
に
区
内
在

住
、
声
楽
家
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
美
口
啓
子

さ
ん
、
奥
村
育
子
さ
ん
が
務
め

る
。

　
一
年
間
（
約
三
十
六
回
）
の

レ
ッ
ス
ン
を
受
け
ら
れ
る
人

で
、
保
護
者
の
同
意
が
必
要
。

定
員
三
十
人
、
参
加
費
は
月
三

千
円
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
保

険
含
む
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
応
募
締
め
切
り
は
三
月
三
十

一
日
（
土
）
必
着
。
申
し
込
み

方
法
な
ど
問
い
合
わ
せ
は
守
山

文
化
小
劇
場
＝
☎
（
７
９
６
）

１
８
２
１
＝
ま
た
は
メ
ー
ル
＝

ｍ
ｏ
ｒｉ
ｙ
ａ
ｍ
ａ
＠
ｂ
ｕ
ｎ
ｋ
ａ７５８．

ｏ
ｒ．ｊ
ｐ
＝
へ
。

〔２〕２０１８年（平成３０年）２月２４日（土曜日）

                                                                                    

                     

                                                                                    

                     


